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３
月

11
日
（
金
）

14
時
46
分
／�

宮
城
県
北
部
の
三
陸
沖
を
震
源
と
す
る

震
度
７
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
（
Ｍ
）
９
・

０
の
地
震
が
発
生
。

14
時
48
分
／�

江
ノ
電
の
地
震
計
「
震
度
２
」
を
感
知

後
「
震
度
４
」
を
感
知
。

14
時
49
分
／�

相
模
湾
に
津
波
注
意
報
が
発
令
。

14
時
50
分
／�

全
列
車
に
対
し
安
全
箇
所
へ
緊
急
停
止

指
令
。
東
京
電
力
停
電
に
よ
り
七
里
ヶ

浜
変
電
所
・
鎌
倉
変
電
所
が
停
電
。

14
時
53
分
／�

全
６
列
車
の
停
止
位
置
を
確
認
。
全
列

車
、
運
転
見
合
わ
せ
。

14
時
55
分
／�

総
合
本
部
並
び
に
部
門
別
対
策
本
部
を

設
置
。
乗
客
・
乗
務
員
の
安
否
確
認
、

施
設
の
損
壊
等
に
つ
い
て
情
報
収
集
。

14
時
55
分
／�

施
設
区
電
務
班
が
停
電
の
確
認
を
得

て
、
七
里
ヶ
浜

－

鎌
倉
駅
間
の
踏
切
停

止
作
業
を
開
始
。

15
時
05
分
／�
施
設
区
保
線
班
に
よ
り
全
線
徒
歩
巡

視
、
線
路
点
検
を
開
始
。

15
時
08
分
／�

岩
手
県
沖
を
震
源
と
す
る
震
度
５
弱
、

Ｍ
７
・
５
の
余
震
が
発
生
。

15
時
15
分
／�

茨
城
県
沖
を
震
源
と
す
る
震
度
６
弱
、

Ｍ
７
・
３
の
余
震
が
発
生
。

15
時
22
分
／�

線
路
安
全
を
確
認
の
後
、
駅
間
に
停
止

し
た
列※

車
を
順
次
、
駅
に
収
容
。

15
時
32
分
／�

相
模
湾
に
津
波
警
報
が
発
令
。

15
時
49
分
／�

七
里
ヶ
浜

－

鎌
倉
駅
間
の
踏
切
停
止
作

業
を
完
了
。

16
時
09
分
／�

相
模
湾
に
大
津
波
警
報
が
発
令
。

16
時
46
分
／�

江
ノ
島

－

鎌
倉
駅
間
の
線
路
点
検
が
完

了
、
安
全
を
確
認
。

17
時
11
分
／�

七
里
ヶ
浜
駅
の
乗
客
、
乗
務
員
に
避
難

指
示
。
乗
務
員
は
、
車
両
の
転
動
防

止
・
電
源
遮
断
を
し
た
後
、
乗
客
と
と

も
に
七
里
ガ
浜
高
校
へ
避
難
す
る
。
同

22
分
、
避
難
完
了
。

20
時
26
分
／�

湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
運
転
再
開
の
一
報
を

受
領
。
列
車
内
で
復
旧
を
待
つ
旅
客
に

案
内
。

21
時
00
分
／�

東
京
電
力
が
復
電
。
七
里
ヶ
浜
変
電

所
・
鎌
倉
変
電
所
の
送
電
が
開
始
さ
れ
、

稲
村
ヶ
崎

－

鎌
倉
駅
間
の
停
電
が
解
除
。

23
時
00
分
／�

小
田
急
電
鉄
の
江
ノ
島
線
・
藤
沢

－

片

瀬
江
ノ
島
駅
間
は
大
津
波
警
報
が
解
除

さ
れ
る
ま
で
運
行
不
可
と
確
認
。

12
日
（
土
）

０
時
00
分
／�

小
田
急
電
鉄
が
運
転
再
開
。
終
夜
運
転

を
実
施
。

０
時
26
分
／�

鎌
倉
駅
か
ら
藤
沢
駅
行
き
代
行
バ
ス
を

運
行
。
同
48
分
藤
沢
駅
着
。

０
時
31
分
／�

江
ノ
島

－

藤
沢
駅
に
臨
第
８
０
０
列
車

を
運
行
。
施
設
区
電
務
班
、
保
線
班
が

巡
回
添
乗
。
添
乗
区
間
の
安
全
を
確

認
。
同
41
分
、
藤
沢
駅
着
。

０
時
48
分
／�

藤
沢

－

江
ノ
島
駅
に
臨
第
８
０
３
列
車

を
運
行
。
同
58
分
、
江
ノ
島
駅
着
。

１
時
32
分
／�
12
日
の
列
車
運
行
に
つ
い
て
協
議
。
藤

沢

－

江
ノ
島
駅
間
、
鎌
倉

－

稲
村
ヶ
崎

駅
間
の
折
り
返
し
運
転
と
し
、
江
ノ
島

－

稲
村
ヶ
崎
駅
間
は
大
津
波
警
報
解
除

時
に
再
度
協
議
す
る
こ
と
を
決
定
。

５
時
36
分
／�

初
電
よ
り
藤
沢

－

江
ノ
島
駅
間
、稲
村
ヶ

崎

－

鎌
倉
駅
間
の
折
り
返
し
運
転
実
施
。

13
時
50
分
／�

相
模
湾
の
大
津
波
警
報
が
解
除
、
津
波

注
意
報
発
令
。

13
時
58
分
／�

運
転
再
開
に
向
け
て
江
ノ
島

－

稲
村
ヶ

崎
駅
間
の
線
路
点
検
を
徒
歩
巡
視
で
行

う
と
と
も
に
、
各
駅
の
構
内
点
検
、
車

両
点
検
を
実
施
。

14
時
30
分
／�

江
ノ
島

－

稲
村
ヶ
崎
駅
間
の
安
全
を
確

認
。

14
時
59
分
／�

試
運
転
運
行
。

15
時
24
分
／�

全
線
運
転
再
開
。

20
時
20
分
／�

相
模
湾
の
津
波
注
意
報
解
除
。

13
日
（
日
）

５
時
36
分
／�

初
電
よ
り
通
常
運
行
。

19
時
50
分
／�

首
相
が
記
者
会
見
で
「
東
京
電
力
、
東

北
電
力
管
内
の
電
力
供
給
が
極
め
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
、
大
規
模
停
電
に
陥

る
恐
れ
が
出
て
き
た
。
東
京
電
力
に
対

し
、
明
日
か
ら
計
画
停
電
を
実
施
す
る

こ
と
を
了
承
し
た
」
と
発
表
。

20
時
15
分
／�

東
京
電
力
が
記
者
会
見
で
14
日
の
計
画

停
電
実
施
を
発
表
。
計
画
的
な
停
電
が

予
定
さ
れ
る
地
域
（
第
１
～
第
５
グ

ル
ー
プ
）
と
時
間
帯
に
つ
い
て
は
東
電

Ｈ
Ｐ
に
て
発
表
。

23
時
頃　

／�

国
土
交
通
省
が
「
東
京
電
力
と
鉄
道
各

社
が
計
画
停
電
に
つ
い
て
協
議
中
」
と

発
表
。

深　

夜　

／�

東
京
電
力
神
奈
川
支
店
藤
沢
支
社
よ
り

踏切の停止・復旧作業はすべて手作業で行われる

取材・文◉香田朝子／撮影◉織本知之

東日本大震災から、まもなく10カ月目を迎える。
地震発生による運転見合わせから、安全点検、運転再開へ。
そして、その後に実施された計画停電への対応――
多くの鉄道事業者は、今後の安全対策に活かそうと、
東日本大震災とそれに伴う電力危機の検証を開始している。

東日本大震災と電力危機

2011.3.11─ 7.9

※藤沢変電所・鵠沼変電所は停電していなかったので、七里ヶ浜－鎌倉駅間に停車した列車も動かすことができた。



DOCUMENT

神奈川県
鎌倉市藤沢市

由比ケ浜

七里ケ浜

相模湾

江の島

石上

鵠沼

湘南海岸公園

腰越

目白山下

片瀬山
西鎌倉

鵠沼海岸

本鵠沼

片瀬江ノ島

湘南深沢

湘南町屋

七
里
ケ
浜

極
楽
寺

長
谷

鎌
倉
高
校
前

稲
村
ケ
崎

江ノ島電鉄江ノ島電鉄

柳小路

由
比
ケ
浜

和
田
塚

鎌倉鎌倉

江ノ島江ノ島

小
田
急
電
鉄
江
ノ
島
線 湘南モノレール

JR
東海
道本
線

JR横須賀線

藤沢藤沢

藤沢と鎌倉を結ぶ江ノ島電鉄（江ノ電）はおよそ半分が海岸線を走る。
そのとき、2011 年3月11日14時46 分 ──
江ノ電の 10㎞の路線には6本の列車が走行していた。
地震発生とほぼ同時に出された津波注意報は、
16 時 8 分には大津波警報へと変わり、
江ノ電は乗客の安全確保と地理に不慣れな観光客の避難誘導に奔走した。
地震や津波による直接的な被害はなく、
翌12日には運転を再開した江ノ電だったが、
復旧の後に大きな問題に直面することになる。
14 日から始まった計画停電だ。
その受電系統から計画停電の対象となった江ノ電は、
運行休止を余儀なくされた。

「江ノ電の120日」── 刻々と変わる状況下で
「安全・安心」確保にどう取り組んだのか、
計画停電とそれに続く電力使用制限令にはどのように対応したのか。
江ノ電の120日を振り返った。

23 MINTETSU WINTER 2012

「
江
ノ
電
の
４
箇
所
の
変
電
所
は
す
べ
て

第
１
グ
ル
ー
プ
に
属
す
る
」
旨
、
連
絡
。

14
日
（
月
）

未　

明　

／�

計
画
停
電
の
実
施
に
備
え
て
、
全
50
箇

所
の
踏
切
停
止
お
よ
び
遮
断
桿
停
止
の

処
置
を
行
う
。
停
電
解
除
時
に
は
復
旧

作
業
を
行
う
。
作
業
時
間
は
そ
れ
ぞ
れ

1
時
間
30
分
、
合
計
３
時
間
。

［
計
画
停
電
実
施
に
伴
う
運
休
］
①
初
電
～
11
時
30

分
頃　

②
15
時
頃
～
22
時
頃

15
日
（
火
）

1
時
頃　

／�

国
土
交
通
省
が
「
鉄
道
各
社
の
優
先
度

に
応
じ
、
必
要
な
変
電
所
に
電
力
を
供

給
す
る
こ
と
で
、
鉄
道
各
社
と
東
京
電

力
が
合
意
し
た
」
と
発
表
。

［
計
画
停
電
実
施
に
伴
う
運
休
］
終
日
運
休

16
日
（
水
）

［
計
画
停
電
に
伴
う
運
休
］
10
時
30
分
頃
～
18
時
頃

17
日
（
木
）

江
ノ
電
と
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
の
２
社
で
「
計
画
停
電

グ
ル
ー
プ
変
更
」
の
要
望
書
を
東
京
電
力
神
奈
川
支

店
に
提
出
。

［
計
画
停
電
に
伴
う
運
休
］
終
日
運
休

18
日
（
金
）

［
計
画
停
電
に
伴
う
運
休
］
初
電
～
20
時
30
分
頃

19
日
（
土
）
～
21
日
（
月
）

［
計
画
停
電
中
止
］
終
日
24
分
間
隔
運
行

22
日
（
火
）

［
計
画
停
電
に
伴
う
運
休
］
８
時
30
分
頃
～
13
時
30

分
頃

23
日
（
水
）

［
計
画
停
電
中
止
］
通
常
ダ
イ
ヤ
運
行

24
日
（
木
）

［
計
画
停
電
に
伴
う
運
休
］
17
時
30
分
頃
～
21
時
30

分
頃

25
日
（
金
）

江
ノ
電
と
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
、
藤
沢
・
鎌
倉
市
の
両

市
長
が
グ
ル
ー
プ
の
見
直
し
や
計
画
停
電
の
除
外
、

総
量
規
制
の
変
更
を
求
め
て
、
東
京
電
力
神
奈
川
支

店
に
要
望
書
を
手
交
。

４
月

８
日
（
金
）

経
済
産
業
大
臣
が
閣
議
後
の
記
者
会
見
で
、
計
画
停

電
に
つ
い
て
「
原
則
打
ち
切
る
。
た
だ
し
不
足
の
大

停
電
を
生
じ
さ
せ
な
い
た
め
の
緊
急
措
置
と
し
て
計

画
停
電
の
仕
組
み
は
残
す
」
と
表
明
。

15
日
（
金
）

東
京
電
力
は
、
電
力
需
要
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
る
夏
の

電
力
供
給
力
を
７
月
末
５
２
０
０
万
kW
、
８
月
末

５
０
７
０
万
kW
と
発
表
。

５
月

13
日
（
金
）

政
府
が
「
夏
期
の
電
力
需
給
対
策
」
と
し
て
一
律

15
％
削
減
の
需
要
抑
制
目
標
を
取
り
ま
と
め
た
の
に

伴
い
、
経
済
産
業
大
臣
は
電
気
事
業
法
第
27
条
に
基

づ
く
夏
期
の
電
力
使
用
制
限
令
を
発
表
。

25
日
（
水
）

経
済
産
業
省
が
夏
の
大
規
模
停
電
回
避
に
向
け
た
電

力
需
給
対
策
の
詳
細
を
発
表
。
病
院
や
鉄
道
な
ど
公

共
性
の
高
い
分
野
に
つ
い
て
は
、
電
力
使
用
制
限
の

適
用
除
外
・
制
限
緩
和
を
認
め
る
。

［
鉄　

道
］
12
～
15
時

：

削
減
率
15
％

�

そ
の
他
の
時
間
帯

：

０
％

［
ロ
ー
カ
ル
路
線
］
片
道
３
本
／
時

：

０
％

�

片
道
４
～
５
本
／
時

：

５
％

７
月

１
日
（
金
）

電
力
使
用
制
限
令
発
動
。

江
ノ
電
が
目
標
と
す
る
削
減
率
は
12
～
15
時
の
時
間

帯
５
％
、
そ
の
他
の
時
間
帯
０
％
。
さ
ま
ざ
ま
な
施

策
で
電
力
使
用
の
削
減
と
効
率
的
な
運
用
を
実
施
。

９
日
（
土
）

首
都
圏
で
の
サ
マ
ー
タ
イ
ム
制
度
導
入
に
対
応
し
、

早
朝
・
夜
間
帯
の
増
発
を
目
的
に
ダ
イ
ヤ
改
正
。

通常運行の再開でいつもの風景が戻った

江ノ電の乗客が避難した神奈川県立七里ガ浜高等学校
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〝
緊
急
停
止
指
令
〞の
発
令

　
そ
の
日
は
薄
曇
り
だ
っ
た
。
鉄
道
部
乗
務
区
の

運※
１

転
司
令
に
は
、
２
人
が
詰
め
て
い
た
。
そ
の
１

人
が
阿
由
葉
圭
介
助
役
だ
。

　
14
時
46
分
、
地
震
が
発
生
。
揺
れ
は
長
く
、
江

ノ
電
の
地
震
計
は
〝
震
度
2
〞
を
感
知
後
、
48
分

に
〝
震
度
４
〞
に
変
わ
っ
た
。

　
「
震
度
２
の
時
点
で
各
列
車
に
〝
地
震
発
生
〞

の
無
線
を
流
し
て
い
る
う
ち
に
揺
れ
が
だ
ん
だ
ん

激
し
く
な
り
、
も
う
１
人
の
司
令
と
顔
を
見
合
わ

せ
な
が
ら
〝
緊
急
停
止
指
令
〞
に
変
え
て
い
っ
た
」

と
阿
由
葉
助
役
は
言
う
。

　
江
ノ
電
の
自
然
災
害
時
の
取
扱
規
程
で
は
、
震

度
４
以
上
の
地
震
が
発
生
し
た
と
き
は
全
列
車
を

一
旦
停
止
さ
せ
た
上
で
、
設
備
等
の
点
検
や
注
意

運
転
等
に
よ
り
安
全

を
確
認
す
る
と
定
め

て
い
る
。
こ
の
と

き
、
藤
沢

－

鎌
倉
駅

間
10
㎞
の
路
線
に

は
、
上
下
合
わ
せ
て

４
両
編
成
の
列
車
が

６
本
運
行
し
て
い

た
。
無
線
で
連
絡
を

取
り
合
い
、
全
列
車

の
正
確
な
停
止
位
置

と
被
害
の
有
無
、
乗

客
・
乗
務
員
の
安
否

を
確
認
で
き
た
の
は

14
時
53
分
。
江
ノ
電

の
地
震
計
が
震
度
４

を
感
知
し
て
か
ら
５

分
後
だ
っ
た
。

　

余
震
が
続
く
中
、

本
社
で
は
総
合
本
部

並
び
に
鉄
道
部
長
を

対
策
本
部
長
と
す
る

鉄
道
対
策
本
部
な
ど

部
門
別
対
策
本
部
を

設
置
し
、
非
常
体
制

を
発
令
し
た
。

　
鉄
道
対
策
本
部
が
真
っ
先
に
対
処
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
か
っ
た
の
が
踏
切
の
解
除
だ
。
地
震
と
同

時
に
起
こ
っ
た
二
つ
の
変
電
所
の
受※

２

電
停
電
で
、

踏
切
の
遮
断
桿
が
下
り
、
交
通
の
妨
げ
に
な
っ
て

い
る
。
た
だ
ち
に
施
設
区
の
電
務
班
が
停
電
区
域

35
箇
所
の
踏
切
停
止
処
置
に
向
か
っ
た
。

　
駅
か
ら
の
報
告
も
次
々
と
上
が
っ
て
き
た
。
駅

構
内
の
負
傷
者
の
有
無
や
駅
施
設
の
被
害
状
況
な

ど
の
確
認
作
業
が
進
む
。

　

15
時
5
分
、
施
設
区
保
線
班
の
全
線
徒
歩
巡

視
・
線
路
点
検
が
ス
タ
ー
ト
し
、
運
転
司
令
は
停

止
中
の
６
列
車
の
駅
収
容
の
指
示
を
開
始
し
た
。

　
「
地
震
が
発
生
し
た
と
き
は
、
全
列
車
が
藤
沢

な
ど
の
大
き
な
駅
を
出
た
ば
か
り
で
、
ど
の
列
車

も
駅
の
近
く
に
停
止
し
て
い
た
。
余
震
が
続
い
て

い
た
が
、
走
行
距
離
が
短
か
っ
た
の
で
、
安
全
確

認
さ
え
で
き
れ
ば
駅
に
収
容
で
き
る
と
考
え
た
」

（
阿
由
葉
助
役
）

　
こ
れ
ま
で
、
震
度
4
以
上
の
地
震
で
停
止
し
た

と
き
は
、
保
線
班
な
ど
技
術
系
係
員
の
点
検
が
完

了
す
る
ま
で
列
車
を
動
か
し
て
は
な
ら
な
い
と
さ

れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
で
は
止
ま
っ
て
い
る

時
間
が
あ
ま
り
に
長
く
、
乗
客
の
負
担
も
大
き
い
。

４
年
前
に
、
規
程
の
解※
３

釈
基
準
を
新
た
に
定
め
、

橋
梁
や
高
架
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
危
険
箇
所
を
除

く
線
区
で
は
、
乗
務
員
が
線
路
の
徒
歩
巡
視
を
行

い
、
走
行
の
安
全
を
確
認
し
た
の
ち
、
注
意
運
転

で
列
車
を
移
動
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。「
今

回
は
そ
の
初
め
て
の
ケ
ー
ス
だ
っ
た
」
と
言
う
。

　

15
時
22
分
、
最
初
の
列
車
が
検
車
区
（
車
庫
）

の
あ
る
極
楽
寺
駅
に
到
着
し
た
。
張
り
詰
め
た
緊

張
感
の
中
、
司
令
と
各
列
車
の
乗
務
員
と
の
や
り

取
り
が
続
き
、
2
番
目
の
列
車
が
鎌
倉
駅
に
到

着
、
収
容
を
終
え
る
。

　
地
震
発
生
の
３
分
後
に
出
て
い
た
相
模
湾
の
津

波
注
意
報
は
15
時
32
分
に
津
波
警
報
に
変
わ
り
、

16
時
9
分
に
は
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
て
い

た
。
焦
る
気
持
ち
を
抑
え
な
が
ら
、
乗
客
を
乗
せ

た
列
車
を
安
全
な
駅
へ
と
誘
導
し
て
い
く
。

　
17
時
19
分
、
石
上
駅
に
抑
止
中
だ
っ
た
列
車
が

藤
沢
駅
に
到
着
。
す
べ
て
の
列
車
収
容
が
完
了
し

た
。

※ 1運転司令　列車乗務員や駅などに列車運行の指令を出す部署、人。※ 2受電停電　受けている電気の供給が止まること。
※ 3解釈基準　平成 19年 10月 1日に制定。「自然災害時の取扱規程」における運行の取り扱い等について、その基準を示したもの。

江ノ島電鉄株式会社
鉄道部 乗務区 車掌

浅野友貴
Tomotaka ASANO

江ノ島電鉄株式会社
鉄道部 乗務区 運転士

望月政孝
Masataka MOCHIZUKI

江ノ島電鉄株式会社
鉄道部 乗務区 助役

阿由葉圭介
Keisuke AYUHA

「
安
全
・
安
心
」

　
　
の
確
保

地
震
発
生
と
同
時
に
出
さ
れ
た
緊
急
停
止
指
令
。

安
全
確
認
の
後
、
列
車
は
注
意
運
転
で
駅
ま
で
走
行
す
る
。

大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ
る
中
で
の
乗
客
の
避
難
誘
導
、

深
夜
の
代
行
バ
ス
と
臨
時
列
車
の
運
行
実
施
―
―

そ
の
日
、「
安
全
・
安
心
」
を
確
保
す
る
た
め
に
取
り
組
ん
だ

江
ノ
電
の
行
動
を
追
っ
た
。



25 MINTETSU WINTER 2012

乗
客
の
避
難
誘
導
、
そ
し
て
運
転
再
開
へ

　
望
月
政
孝
運
転
士
と
浅
野
友
貴
車
掌
は
、
上
り

の
第
２
８
５
列
車
に
乗
務
し
て
い
た
。
列
車
は
稲

村
ヶ
崎
駅
を
出
て
海
岸
線
を
走
行
。
七
里
ヶ
浜
駅

ま
で
あ
と
２
０
０
ｍ
余
の
と
こ
ろ
で
揺
れ
を
感
じ
、

運
転
司
令
の
無
線
が
入
る
直
前
に
緊
急
停
止
し
た
。

　
七
里
ヶ
浜
駅
に
入
る
手
前
に
は
小
さ
な
橋
梁
が

あ
り
、
橋
梁
を
渡
る
に
は
施
設
区
の
安
全
確
認
を

待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
「
線
路
を
歩
い
て
目
視
で
安
全
を
確
認
し
、
橋

梁
の
安
全
確
認
を
取
っ
て
、
駅
に
停
止
し
た
」（
望

月
運
転
士
）

　
第
２
８
５
列
車
に
は
４
両
の
座
席
が
ほ
ぼ
埋
ま

る
程
度
、
１
５
０
人
余
り
の
乗
客
が
乗
っ
て
い
た
。

　
「
津
波
警
報
が
出
て
い
た
の
で
、
沿
線
に
お
住

ま
い
の
お
客
さ
ま
は
運
転
再
開
を
待
た
ず
に
歩
い

て
帰
ら
れ
た
方
が
多
か
っ
た
」（
浅
野
車
掌
）

　
こ
の
時
点
で
は
ま
だ
、
望
月
運
転
士
も
浅
野
車

掌
も
全
線
の
点
検
が
済
め
ば
運
転
を
再
開
で
き
る

と
考
え
て
い
た
と
言
う
。
車
内
に
残
っ
た
乗
客
に

状
況
を
説
明
し
、
司
令
か
ら
の
連
絡
を
待
っ
た
。

　
し
か
し
16
時
9
分
、
大
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ

る
。
乗
客
が
残
っ
て
い
る
駅
の
中
で
も
七
里
ヶ
浜

駅
は
最
も
海
岸
線
に
近
く
、
管
理
責
任
者
で
あ
る

駅
長
の
い
な
い
駅
で
も
あ
る
。
鉄
道
対
策
本
部
は
、

残
っ
た
乗
客
の
避
難
場
所
を
探
し
、
神
奈
川
県
立

七
里
ガ
浜
高
等
学
校
に
受
け
入
れ
を
依
頼
し
た
。

17
時
11
分
、
２
人
は
57
人
の
乗
客
と
と
も
に
避
難

す
る
よ
う
に
と
の
指
令
を
受
け
、
22
分
に
避
難
を

完
了
し
た
。

　
「
避
難
場
所
は
高
校
の
体
育
館
で
、
日
が
沈
む

に
つ
れ
て
寒
さ
が
増
し
て
く
る
。
停
電
で
真
っ
暗

な
中
、
高
校
に
お
願
い
し
て
体
育
の
マ
ッ
ト
を
借

り
て
敷
き
、
毛
布
も
お
借
り
し
た
」（
浅
野
車
掌
）

困
っ
た
の
は
、
連
絡
手
段
が
な
い
こ
と
だ
。
駅
な

ら
鉄※

４

道
電
話
を
使
っ
て
連
絡
で
き
る
が
、
通
信
障

害
で
携
帯
電
話
や
一
般
電
話
は
つ
な
が
ら
な
い
。

浅
野
車
掌
は
公
衆
電
話
を
探
し
、
司
令
と
連
絡
を

と
っ
て
地
震
発
生
時
か
ら
何
も
口
に
し
て
い
な
い

乗
客
の
た
め
に
食
料
の
差
し
入
れ
を
頼
ん
だ
。

　
一
方
、
江
ノ
島
駅
で
は
、
湘
南
モ
ノ
レ
ー
ル
運

転
再
開
の
一
報
を
得
て
旅
客
に
案
内
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
1
時
間
後
に
は
藤
沢
市
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
職
員
の
協
力
で
、
10
人
の
旅
客
を
湘
南
白
百
合

学
園
小
学
校
に
避
難
さ
せ
て
い
た
。

　
時
刻
は
23
時
。
江
ノ
島
駅
に
は
約
40
人
、
鎌
倉

駅
に
も
約
40
人
の
旅
客
が
残
っ
て
い
た
。
Ｊ
Ｒ
東

日
本
は
早
い
段
階
で
「
首
都
圏
在
来
線
の
運
行
を

す
べ
て
中
止
す
る
」
と
発
表
し
て
お
り
、
江
ノ
電

を
動
か
し
て
も
藤
沢
駅
、
鎌
倉
駅
か
ら
の
移
動
手

段
が
な
い
。
鉄
道
対
策
本
部
は
、
藤
沢
駅
で
接
続

す
る
小
田
急
電
鉄
の
運
転
再
開
を
待
っ
て
い
た
。

　
深
夜
に
な
っ
て
、
小
田
急
電
鉄
の
運
転
再
開
と

終
夜
運
転
が
決
定
し
た
。
鉄
道
対
策
本
部
は
鎌
倉

駅
を
出
発
し
、
途
中
、
七
里
ガ
浜
高
校
に
避
難
中

の
旅
客
を
乗
せ
て
藤
沢
駅
に
向
か
う
代
行
バ
ス
の

運
行
を
手
配
す
る
と
と
も
に
、
江
ノ
島
駅
発
藤
沢

駅
行
き
、
藤
沢
駅
発
江
ノ
島
駅
行
き
の
2
本
の
臨

時
列
車
を
運
行
。
旅
客
の
帰
宅
の
足
を
確
保
し
た
。

３
・
11
の
経
験
を
糧
に〝
安
全
〞
を
構
築

　
第
２
８
５
列
車
の
望
月
運
転
手
は
、
地
震
に
よ

る
緊
急
停
止
も
目
視
に
よ
る
線
路
点
検
も
初
め
て

の
経
験
だ
っ
た
と
言
う
。

　
「
お
客
さ
ま
を
守
ら
な
け
れ
ば
と
、
安
全
を
第
一

に
考
え
行
動
し
た
つ
も
り
だ
が
、
そ
れ
で
も
、
避

難
場
所
で
一
晩
を
過
ご
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
お
客
さ
ま
に
は
申
し
訳
な
い
と
い
う
思
い
が
強

く
残
っ
て
い
る
」（
望
月
運
転
士
）

　
江
ノ
電
で
は
、
通
常
の
防
災
訓
練
の
ほ
か
、
東

海
地
震
の
警
戒
宣
言
を
受
け
た
「
予
知
と
発
災
対

応
の
防
災
訓
練
」
な
ど
の
訓
練
も
実
施
し
て
い
る
。

し
か
し
、
3
月
11
日
に
起
こ
っ
た
こ
と
は
す
べ
て
、

そ
れ
ら
の
〝
想
定
〞
を
大
き
く
超
え
て
い
た
。

　
「
そ
う
し
た
中
で
も
、
日
頃
の
訓
練
の
成
果
は
要

所
で
発
揮
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

〝
ポ
ス
ト
3
・
11
〞
と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
て
い

る
。
こ
の
経
験
を
糧
に
〝
安
全
・
安
心
〞
を
ど
う

確
保
す
る
の
か
―
―
そ
の
体
制
や
仕
組
み
を
よ
り

よ
い
も
の
に
練
り
上
げ
て
い
く
こ
と
が
、
わ
れ
わ

れ
鉄
道
事
業
者
の
使
命
だ
と
考
え
て
い
る
」
と
阿

由
葉
助
役
は
語
っ
て
い
る
。

※ 4鉄道電話　鉄道会社が駅と駅の連絡などのために設置した専用電話回線。

平成９年、「関東の駅100選」に選定された鎌倉高校前駅。大海原に面する

江ノ電の120日 2011.3.11─ 7.9



MINTETSU WINTER 2012 26

13
日
深
夜
か
ら
始
ま
っ
た
計
画
停
電
へ
の
対
応

　
地
震
発
生
の
翌
12
日
、
江
ノ
電
は
始
発
か
ら
藤

沢

－

江
ノ
島
駅
間
、
稲
村
ヶ
崎

－

鎌
倉
駅
間
の
運

行
を
開
始
し
た
。
午
後
に
は
大
津
波
警
報
が
解
除

と
な
り
、
江
ノ
島
駅
か
ら
稲
村
ヶ
崎
駅
ま
で
の
徒

歩
巡
視
・
線
路
点
検
を
実
施
。
全
線
の
運
転
を
再

開
し
た
。
地
震
に
よ
る
負
傷
者
は
な
く
、
施
設
等

の
損
壊
も
な
か
っ
た
。

　
「
津
波
の
心
配
も
な
く
な
り
、
12
日
の
夕
方
に

は
通
常
運
行
に
戻
っ
た
。
翌
日
の
13
日
は
始
発
か

ら
通
常
運
行
で
、
も
う
大
丈
夫
だ
と
安
心
し
た
矢

先
だ
っ
た
」
と
鉄
道
安
全
統
括
管
理
者
を
務
め
る

柴
田
行
生
常
務
取
締
役
は
言
う
。

　
東
京
電
力
の
計
画
停
電
実
施
の
発
表
だ
。

　
懸
念
は
あ
っ
た
。
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
の

状
況
を
テ
レ
ビ
な
ど
の
報
道
で
見
る
限
り
、
電
力

の
制
限
が
実
施
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
予

測
は
立
つ
。
し
か
し
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
節
電

要
請
の
レ
ベ
ル
だ
。

　
江
ノ
電
に
は
2
系
統
、四
つ
の
変
電
所
が
あ
る
。

東
京
電
力
逗
子
変
電
所
か
ら
受
電
す
る
鎌
倉
変
電

所
と
七
里
ヶ
浜
変
電
所
、
東
京
電
力
藤
沢
変
電
所

か
ら
受
電
す
る
鵠く

げ
ぬ
ま沼

変
電
所
と
藤
沢
変
電
所
だ
。

　
「
グ
ル
ー
プ
分
け
を
す
る
と
い
う
報
道
を
耳
に

し
て
、
お
そ
ら
く
2
系
統
は
別
々
の
グ
ル
ー
プ
に

な
る
だ
ろ
う
と
期
待
し
た
。
逗
子
変
電
所
か
藤
沢

変
電
所
、
ど
ち
ら
か
1
系
統
の
電
気
が
供
給
さ
れ

れ
ば
、
輸
送
力
の
半
分
は
か
ろ
う
じ
て
確
保
で
き

る
」（
柴
田
常
務
取
締
役
）

　
報
道
が
先
行
す
る
中
、
深
夜
、
東
京
電
力
神
奈

川
支
店
藤
沢
支
社
か
ら
連
絡
が
入
っ
た
。
四
つ
の

変
電
所
す
べ
て
が
計
画
停
電
の
第
1
グ
ル
ー
プ

に
入
る
と
い
う
知
ら
せ
だ
っ
た
。
し
か
も
、
14

日
の
初
日
は
、
6
時
20
分
〜
10
時
、
16
時
50
分

〜
20
時
30
分
、
2
回
の
計
画
停
電
が
予
定
さ
れ

て
い
る
。
停
電
時
間
の
全
線
運
行
休
止
は
避
け

ら
れ
な
い
。
加
え
て
、
江
ノ
電
の
10
㎞
の
路
線

に
は
、
全
部
で
50
箇
所
の
踏
切
が
あ
る
。

　
踏
切
は
、
停
電
時
に
は
保
安
装
置
が
働
い
て

遮
断
桿
が
降
下
す
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
。

地
震
の
発
生
で
停
電
に
な
っ
た
と
き
は
、
踏
切

を
閉
鎖
し
て
し
ま
う
た
め
、
た
だ
ち
に
停
電
区

域
の
踏
切
閉
鎖
の
解
除
を
行
っ
た
。
送
電
さ
れ

た
と
き
は
、
踏
切
保
安
装
置
を
復
旧
さ
せ
た
。

計
画
停
電
が
実
施
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
つ
ま

り
、
こ
の
作
業
を
繰
り
返
す
と
い
う
こ
と
だ
。

計
画
停
電
時
間
の
前
に
踏
切
の
電
源
を
カ
ッ
ト

し
て
、
遮
断
桿
が
降
下
し
な
い
よ
う
に
チ
ェ
ー
ン

で
固
定
す
る
。
停
電
が
解
除
と
な
り
送
電
さ
れ
た

ら
遮
断
桿
の
チ
ェ
ー
ン
を
は
ず
し
、
電
源
を
復
旧

さ
せ
る
。
人
海
戦
術
で
対
応
し
て
も
50
箇
所
で
最

短
1
時
間
半
、
停
電
の
前
後
に
お
よ
そ
3
時
間
の

作
業
時
間
が
必
要
と
な
る
。

　
早
朝
か
ら
施
設
区
の
電
務
班
、
保
線
班
の
係
員

が
作
業
を
開
始
し
た
。
運
休
は
初
電
か
ら
11
時
36

分
ま
で
と
15
時
11
分
か
ら
22
時
13
分
ま
で
。
15
時

間
の
全
線
運
休
が
決
定
し
た
。

　
「
計
画
停
電
の
発
表
が
遅
か
っ
た
の
で
、
お
客

さ
ま
へ
の
周
知
不
足
は
明
ら
か
だ
っ
た
。
無
理
は

あ
っ
た
が
、
混
乱
を
防
止
す
る
た
め
極
力
運
行
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
バ
ス
に
よ
る
代
行
輸
送
の

実
施
を
決
め
た
」（
柴
田
常
務
取
締
役
）

　
結
局
、
14
日
早
朝
の
第
1
グ
ル
ー
プ
の
計
画
停

電
は
、
直
前
に
な
っ
て
取
り
や
め
に
な
っ
た
。
し

か
し
、
停
電
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
以
上
、
江
ノ

電
と
し
て
は
2
回
目
の
停
電
予
定
時
間
に
備
え
る

し
か
な
い
。
午
後
、
係
員
は
踏
切
の
カ
ッ
ト
と
復

旧
に
よ
る
防
護
処
置
を
再
度
行
っ
た
。

　
こ
の
日
、
計
画
停
電
が
実
施
さ
れ
た
の
は
、
17

時
か
ら
1
時
間
半
、
第
5
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
の

み
だ
っ
た
。

優
先
供
給
の
対
象
外
だ
っ
た
江
ノ
電

　
翌
15
日
は
、
要
員
と
機
材
の
確
保
が
困
難
と
な

っ
た
た
め
、
終
日
運
休
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
1

日
2
回
の
計
画
停
電
が
予
定
さ
れ
る
日
は
、
終
日

運
休
す
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た
。

　
「
し
か
し
、
お
客
さ
ま
の
利
便
性
を
考
え
る
と
、

何
日
も
終
日
運
休
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
踏

切
の
防
護
処
置
は
施
設
区
で
何
と
か
し
た
い
と
い

う
思
い
も
あ
っ
た
が
そ
れ
も
難
し
く
、
駅
や
検
車

区
の
力
も
借
り
て
、計
画
停
電
が
2
回
あ
っ
て
も
、

江ノ島電鉄株式会社
鉄道部 施設区 助役

橘川政重
Masashige KITSUKAWA

江ノ島電鉄株式会社
鉄道部 施設区 施設区長

後藤弘樹
Hiroki GOTO

江ノ島電鉄株式会社 常務取締役

柴田行生
Yukio SHIBATA

計画停電への対応
3 月 13日夜、東京電力は計画停電を実施すると発表した。
江ノ電の運行を支える四つの変電所は計画停電の第 1グループに属し、
停電時間内の全線運行停止は避けられない。
「何とかお客さまの生活の足を確保したい」――
計画停電に翻弄され、計画停電と闘った
江ノ電の行動を追った。
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そ
の
間
の
列
車
を
走
ら
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

っ
た
」
と
、
鉄
道
部
施
設
区
の
後
藤
弘
樹
施
設
区

長
は
説
明
す
る
。

　
そ
の
頃
、
特
別
高
圧
電
力
で
受
電
し
て
い
る
首

都
圏
の
鉄
道
事
業
者
に
は
、
計
画
停
電
中
も
電
力

を
優
先
供
給
す
る
施
策
が
取
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
江
ノ
電
の
変
電
所
は
一
般
の
住
宅
と
同
じ
配

電
線
か
ら
受
電
し
て
い
る
た
め
、
優
先
供
給
の
対

象
に
は
な
ら
な
い
。

　
「
通
勤
通
学
の
お
客
さ
ま
は
非
常
に
お
困
り
に

な
っ
て
い
る
。
現
場
の
疲
労
も
溜
ま
っ
て
き
て
い

る
。
黙
っ
て
い
て
は
何
も
解
決
し
な
い
の
で
、
東

京
電
力
に
対
し
て
は
、
電
力
供
給
が
無
理
な
ら
せ

め
て
４
箇
所
の
変
電
所
の
う
ち
２
箇
所
を
他
の
グ

ル
ー
プ
に
組
み
替
え
て
ほ
し
い
と
要
望
し
た
。
ま

た
、
地
元
の
関
係
者
に
は
〝
東
京
電
力
へ
の
要
望

書
〞
の
署
名
に
協
力
を
お
願
い
し
、
国
交
省
や
経

産
省
、
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
に
当
社
の
窮
状
を
訴

え
対
応
を
お
願
い
し
た
」（
柴
田
常
務
取
締
役
）

　
踏
切
の
防
護
処
置
の
回
避
も
検
討
し
た
。
東
京

電
力
か
ら
高
圧
発
電
機
車
を
借
り
、
七
里
ヶ
浜
変

電
所
に
設
置
し
、
直
接
送
電
し
て
は
ど
う
か
│
│

配
電
系
統
を
改
良
し
て
七
里
ヶ
浜
変
電
所
か
ら
50

箇
所
の
踏
切
に
電
気
を
供
給
す
る
シ
ス
テ
ム
に
変

更
す
れ
ば
、
計
画
停
電
に
な
っ
て
も
発
電
機
車
で

電
気
を
供
給
で
き
る
。

　
「
19
日
の
夜
に
動
作
確
認
を
し
て
、
22
日
と
24

日
の
計
画
停
電
で
高
圧
発
電
機
車
を
使
っ
た
。
踏

切
の
防
護
作
業
が
な
く
な
り
、
2
日
と
も
3
時
間

ず
つ
運
行
時
間
を
延
ば
す
こ
と
が
で
き
た
」（
後

藤
施
設
区
長
）

　
そ
し
て
28
日
に
は
、
江
ノ
電
も
よ
う
や
く
計
画

停
電
〝
除
外
〞
の
適
用
を
受
け
、
計
画
停
電
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
終
日
運
行
が
可
能
と
な
っ
た
。

電
気
使
用
制
限
令
の
発
動
へ

　
計
画
停
電
は
3
月
25
日
を
最
後
に
実
施
さ
れ
な

い
ま
ま
経
過
し
、
4
月
8
日
、〝
原
則
打
ち
切
り
〞

が
発
表
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
首
都
圏
に
お
け
る
電
力
供
給
不
足
は

解
決
さ
れ
て
お
ら
ず
、
政
府
は
電
力
需
要
が
ピ
ー

ク
を
迎
え
る「
夏
期
の
電
力
需
給
対
策
」と
し
て
、

一
律
15
％
削
減
の
需
要
抑
制
目
標
を
策
定
。
こ
れ

に
伴
い
、
7
月
1
日
、
経
産
省
は
電
気
事
業
法
に

基
づ
く
電
力
使
用
制
限
令
を
発
動
し
た
。

　
「
鉄
道
は
電
力
使
用
制
限
の
適
用
除
外
・
規
制

緩
和
が
認
め
ら
れ
、
大
手
鉄
道
事
業
者
の
12
〜
15

時
の
削
減
率
が
15
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
江
ノ
電

は
５
％
。
３
月
の
時
点
か
ら
節
電
に
取
り
組
ん
で

い
た
の
で
、
大
き
な
混
乱
に
陥
る
こ
と
な
く
目
標

を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
、
施
設
区
の

橘
川
政
重
助
役
は
説
明
す
る
。

　
駅
構
内
や
列
車
の
照
明
の
一
部
減
灯
や
日
中
の

消
灯
、
冷
房
の
温
度
設
定
を
引
き
上
げ
る
等
の
こ

ま
め
な
取
り
組
み
は
３
月
来
実
行
し
て
い
る
。

　
夏
期
の
12
〜
15
時
の
5
％
削
減
は
、
通
常
6
本

の
４
両
編
成
の
う
ち
１
本
を
２
両
編
成
と
す
る
こ

と
で
対
応
し
た
。
こ
の
時
間
帯
の
瞬
間
最
大
電
力

１
２
６
３
kWh
を
、
5
％
削
減
し
て
１
２
０
０
kWh
に

抑
え
る
。
７
月
１
日
か
ら
９
月
22
日
の
間
、
こ
の

目
標
値
を
超
え
た
日
は
一
度
も
な
か
っ
た
と
言
う
。

　
「
江
ノ
電
が
使
う
電
力
は
、
も
と
も
と
中
堅
ス

ー
パ
ー
と
同
じ
程
度
。
そ
れ
だ
け
に
小
さ
な
取
り

組
み
で
節
電
効
果
が
生
ま
れ
る
。
現
在
、
列
車
の

軋
り
音
の
防
止
対
策
用
の
油
脂
の
散
布
は
、
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
利
用
し
た
装
置
を
導
入
し
て
い
る
。

太
陽
光
発
電
な
ど
に
つ
い
て
も
、
徐
々
に
導
入
す

る
方
向
で
考
え
て
い
き
た
い
」（
橘
川
助
役
）

　
被
災
を
辛
く
も
免
れ
た
江
ノ
電
は
、
そ
の
後
に

始
ま
っ
た
計
画
停
電
に
苦
し
め
ら
れ
た
。
鉄
道
は

電
気
を
動
力
に
走
る
―
―
そ
の
事
実
と
向
き
合
い

な
が
ら
、
江
ノ
電
は
日
々
、
地
道
な
努
力
を
重
ね

て
い
る
。

※3月14日の計画停電初日については、情報が二転三転し、最終的には第5グルー
プ（17：00～18：30）のみが実施された。（　　　）内の時間は、実施が予定され
ていて、実際には実施されなかった第1グループの計画停電時間帯。

3／14（月）

3／15（火）

3／16（水）

3／17（木）

3／18（金）

3／19（土）
～21（月）

3／22（火）

3／23（水）

3／24（木）

3／25（金）

計画停電実施
（  6：20～ 10：00）
（16：50～ 20：30）

計画停電実施
15：20～ 19：00

計画停電実施
6：20～ 10：00
（13：50～ 17：30）

計画停電実施
18：20～ 20：25
（当初の予定は 22：00まで）

計画停電実施
9：20～ 13：00
（16：50～ 20：30）

計画停電実施
12：20～ 16：00

計画停電実施
  9：20～ 13：00
16：50～ 20：30

第 1グループは
計画停電実施せず

第 1グループは
計画停電実施せず

運休 初電～ 11：36
 15：11～ 22：13
24分間隔運行

運休 初電～ 20：36
24分間隔運行

運休 17：36～ 21：24
運休まで通常ダイヤ
運転再開以降、24分間隔運行

運休 8：36～ 13：36
24分間隔運行

24分間隔運行

第 1グループは
計画停電実施せず 通常運行

通常ダイヤ運行

運休 10：24～ 18：00
24分間隔運行

終日運休

終日運休

代行バス運行
6：00～ 11：00

代行バス運行
  6：00～   9：00
17：00～ 21：00

代行バス運行
  6：00～   9：00
17：00～ 21：00

代行バス運行
17：00～ 22：00

江ノ電の計画停電と列車運行状況
日付 計画停電の状況 江ノ電の運行状況・対応 代行バスの運行　

計画停電中は、全踏切の電源カットと防護処置の作業を繰り返した 東京電力を通じて借りた関西電力の高圧発電機車。七里ヶ浜変電所に設置して活用した

江ノ電の120日 2011.3.11─ 7.9


